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研究成果の概要（和文）：中国近代の代表的な文献学者である、余嘉錫（1884-1955）に関する総合的研究を遂行し、
その著書『目録学発微』を研究し、翻訳・注釈・解題を作成し、古勝隆一・嘉瀬達男・内山直樹訳『目録学発微』（平
凡社、2013年）として出版した。
同時に、中国の北京大学に収蔵されている余嘉錫旧蔵書についても、調査を行った。

研究成果の概要（英文）：Our project made a comprehensive research on Yu Jiaxi (1884-1956)who was a promine
nt classicist in modern China, and surveyed, translated, annotated and published his monograph "Muluxue Fa
wei". 
Besides, we made a research visit to Beijing University, China and surveyed Yu Jiaxi's library. 
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１．研究開始当初の背景 
 
ここ半世紀ほどの間に中国大陸で相次い

だ出土資料の発見により、中国古代の文献へ
の関心はかつてないほどに高まっている。出
土資料の発見は、研究方法の質的な反省を促
した。文献の内容をどこまで信用するのかを
めぐり、中国はもとより我が国においても旺
盛に論議されている。文献の内容を信ずるか
疑うかは、もともと民国期の古代史学界を賑
わした問題であり、それゆえ、今日の状況は
民国期のそれの再演ともいえ、民国期文献学
の到達点を正確に評価することは、今日にお
ける文献学の方向性を考える上でも、きわめ
て重大な意義をもつ。 
民国期の文献学は、清朝考証学より継承し

た堅実な手法と、西洋学術の刺激のもとに生
じた清冽な発想との融合により、それ以前に
類を見ない豊富な内容を備えていた。本研究
の対象たる余嘉錫は、当時の文献学が前提と
していた文献の真偽や成立年代という問題
設定そのものが、後世の著述観に囚われた先
入見であることを看破し、「真か偽か」とい
う単純な二者択一を乗り越え、古代に特有の
著述営為のありかた、すなわち「体例」の解
明へと、文献学の目的と手法とを転換させた。 
余嘉錫の提言の重要性については、近年、

中国ではすでに再評価の気運が生じている
ものの、我が国では、余嘉錫への関心が低い
のが現状である。本研究の研究代表者ならび
に研究分担者は、それぞれ中国古代の文献を
研究対象とした論文において余嘉錫の方法
を応用するとともに、かつて余嘉錫の主著の
一つである『古書通例』を共訳した（古勝・
嘉瀬・内山訳注『古書通例：中国文献学入門』
平凡社、2008 年）。 
本研究は、以上の経緯を踏まえ、新たに余

嘉錫を中心とする民国期文献学に対する全
面的な検討を試みるものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 以下の四つの目的を設定し、研究計画を遂
行する。 
（１）余嘉錫文献学の最大の成果でありな

がら、これまで全体を通して検討されたこと
のない『四庫提要弁証』二十四巻および『目
録学発微』の両書を精密に読解し、方法論に
かかわる叙述を抽出・整理して体系化し、応
用が可能なものとして提示する。 
（２）余嘉錫を、同時代の文献学者と比較

し、また同時代の学術的背景と照合すること
により、余嘉錫文献学を中国文献学史および
中国近代学術の中に正確に位置づけ、さらに
今日の文献学研究に対するその貢献を明ら
かにする。 
（３）中国における現地調査（資料調査・

聞き取り調査）を含め、綿密な情報蒐集を実
施し、余嘉錫に関する伝記史料の集成、なら

びに余嘉錫の著作目録、詳細な年譜の作成を
行う。さらに、余嘉錫とその周囲に生きた人
物を網羅するデータを作成し、電子的に利用
可能な形に整える。 
（４）上記（１）から（３）までの成果を

印刷物およびウェブサイト上で積極的に公
開し、各方面から意見を徴する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 上記、第一から第四までの目的に即して、
それぞれ計画を実行した。 
 第一に、余氏の著作である『四庫提要辨証』
『目録学発微』の内容をデジタル化したうえ、
詳しい検討を加えた。特に、余嘉錫の提唱す
る「体例」に着目して研究を進めた。これは、
古く唐代の劉知幾、宋代の鄭樵、清代の章学
誠などが、伝統的文献学において提起した問
題を批判的に継承したものであり、余嘉錫文
献学の解明を通して、伝統的文献学の展開と
近代文献学の位置とを、一貫したパースペク
ティヴのもとに捉えることが可能となった。 
 第二に、余嘉錫の文献学を中国目録学史の
中に位置づけるべく、清朝の文献学者および
民国時代の文献学者との比較を行った。 
 第三に、北京大学に収める余嘉錫の蔵書に
関する予備的な調査を行い、今後の課題を明
らかにした。 
 第四に、以上の調査で得られた内容をウェ
ブ上で公開した。 
 
 
４．研究成果 
 
 まず、余嘉錫の著書『目録学発微』を翻訳・
注釈し、解題を付した、『目録学発微』（平凡
社、2013 年）を出版し得た。余嘉錫の文献
学についての十分な研究に基づき、専門的知
識を盛り込んだ訳注となったものと自負す
る。この日本語訳に付した古勝隆一「解題」
は、余嘉錫目録学に関する重要な知見を提示
したものである。なお、この翻訳については、
慶應義塾大学斯道文庫の高橋智教授が、『東
方』第 393 号（2013 年 10 月）誌上にて書評
のうえ紹介されている。 
あわせて、『古書通例』『目録学発微』の両

書につき、国内外の各図書館の蔵本を踏まえ
た上で、系統的な調査を完了することができ
た。 
 次に、中華人民共和国の北京大学に所蔵さ
れている余嘉錫氏旧蔵書について、2010 年 9
月、現地を訪問し予備的な調査を行うことも
できた。 
 そして、これらの成果を「中国近代文献学
―余嘉錫の総合的研究」として、ウェブ上で
公開することができた（後述）。 
 研究成果を振り返ると、『目録学発微』の
日本語訳注の出版にいたるまでの過程で、多
くの成果を得ることが出来、また意義のある



訳注を世に問うことが出来た。その一方で、
『四庫提要弁証』については、やや分析が不
十分のまま、最終年度を終える結果となった。
活字本四冊に及ぶデータをデジタル化し、有
効に利用する土台を整えてあるので、今後の
研究に生かしてゆきたい。 
 また、中国における調査については、北京
大学中国古代史研究所において、いまだ余嘉
錫旧蔵書の目録が出版されておらず、その全
貌が明らかとなっていないため、目録の出版
を待ってあらためて調査を行う必要がある。 
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